
　

早
稲
田
大
学
文
化
構
想
学
部
は
、
既
成

の
学
問
的
な
枠
組
み
を
超
え
、
新
た
な
学

問
領
域
を
学
生
自
ら
が
創
出
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
２
０
０
７
年
に
設
立
さ
れ
た
学

部
で
あ
る
。
６
つ
の
論
系
（
＊
２
）
が
設

置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
先
端
的
な
学
び
が
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

現
代
人
間
論
系
で
は
、「
性
の
多
様
性
」

を
研
究
す
る
新
し
い
学
問
分
野
「
ク
ィ
ア・

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」
に
関
す
る
授
業
を
設
置

し
て
い
る
。「
ク
ィ
ア
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」

と
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に

関
す
る
学
術
的
議
論
お
よ
び
社
会
運
動
の

中
か
ら
生
ま
れ
た
、
人
々
の
性
と
身
体
の

あ
り
方
お
よ
び
そ
れ
を
支
え
る
社
会
制
度

＊1 性的少数者。性のあり方（性的指向、性自認など）が、何らかの意味で多数派と異なる人々のこと。一般に、LGBT といわれるレズビアン・ゲイ・バイセクシュアル・
トランスジェンダーだけでなく、それ以外の性的少数者も含まれる。　＊2 多元文化論系、複合文化論系、表象・メディア論系、文芸・ジャーナリズム論系、現代人間論系、
社会構築論系の６つ。

法学部３年
春藤 優
しゅんどう・ゆう
千葉県・私立昭和学院秀
英中学校・高校卒業。法学
部所属だが、文学部や文化
構想学部の授業を履修中。

文化構想学部
文化構想学科３年
中村友理奈
なかむら・ゆりな
東京都立国際高校卒業。
教育問題に関心があり、同
学部に入学。

文化構想学部
文化構想学科４年
石山桃子
いしやま・ももこ
山形県立山形東高校卒業。
幅広い履修が可能という特
徴にひかれ、同学部に入学。

授業で学んだ知識を生かし
LGBT関連の学内イベントを企画
法学部所属ですが、文化構想学部の授業も履修中です。クィア・
スタディーズ専門の森山先生に、セクシュアルマイノリティへの差
別表現を考えるイベントにもご参加いただきました。（春藤さん）

LGBTなど性の多様性を学ぶ先端的な
科目を設置し、時代を創る人材を育成

早稲田大学 文化構想学部

ク
ィ
ア
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
な
ど

先
端
的
な
科
目
を
多
数
設
置

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生

少人数でじっくり語り合いながら
学べる環境です
少人数の授業が多く、車座になって行う『演習』
では、互いの考えを語り合うことが重視されます。
仲間や先生の意見を聴き、自分の世界がいかに狭
いかを思い知りました。（中村さん）

性の多様性に関する
新しい学問分野について学んでいます
セクシュアルマイノリティ（＊１）の社会運動の歴史や性の多様性を扱う

「クィア・スタディーズ入門」という授業では、性に関する正しい知識が
なければ人を傷つけることもあると学びました。（石山さん）
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を
検
討
す
る
学
問
分
野
だ
。
そ
の
分
野
を

専
門
と
す
る
森
山
至の

り

貴た
か

専
任
講
師
の
授
業

「
ク
ィ
ア
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
入
門
」
で
は
、

多
様
な
性
を
生
き
る
他
者
あ
る
い
は
自
分

自
身
を
理
解
す
る
目
的
で
正
し
い
知
識
を

伝
え
て
い
る
。
同
授
業
の
受
講
生
に
は
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
当
事
者
の

学
生
も
少
な
く
な
い
。

　

文
化
構
想
学
部
４
年
生
の
石
山
桃
子
さ

ん
は
、「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
は
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
の
一
部
で
し
か
な
い
な
ど
、

性
の
多
様
性
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
学

び
、
自
分
の
考
え
方
が
深
ま
り
ま
し
た
」

と
話
す
。

　
　

　

同
学
部
で
は
「
ク
ィ
ア
・
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
」
以
外
に
も
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」「
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
」「
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
な

ど
の
ト
ピ
ッ
ク
に
関
す
る
演
習
、
ゼ
ミ
な

ど
を
多
数
開
講
し
て
い
る
。
様
々
な
専

門
分
野
を
持
つ
教
員
が
在
籍
し
て
い
る
た

め
、
学
生
は
、
１
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
を
社
会

学
、
法
制
度
、
文
学
な
ど
多
様
な
観
点
か

ら
分
野
横
断
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の

が
特
徴
だ
。
文
化
構
想
学
部
３
年
生
の
中

村
友
理
奈
さ
ん
が
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

10
人
程
度
で
、
文
学
作
品
を
深
く
読
み
込

み
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
を
考
え
る
授
業

だ
っ
た
と
い
う
。

　
「
仲
間
や
先
生
の
発
言
か
ら
気
づ
か
さ

れ
た
こ
と
も
多
く
、
多
様
な
視
点
で
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
入
学
時
は

教
育
に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
に
つ
い
て
関
心
が
高
ま
り
、
現
代
人

間
論
系
に
進
み
ま
し
た
」（
中
村
さ
ん
）　

　

同
学
部
で
は
、
学
生
の
興
味
に
合
わ
せ

先
端
的
な
科
目
を
分
野
横
断
的
に
学
べ
る

よ
う
、
２
年
次
か
ら
い
ず
れ
か
の
論
系

へ
進
級
す
る
「
１
・
３
制
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」

を
導
入
し
て
い
る
。
１
年
次
の
必
修
科
目

は
、
６
つ
の
論
系
の
概
要
を
学
ぶ
「
基
礎

講
義
」
に
加
え
、
大
学
で
の
学
び
方
を
学

ぶ
「
基
礎
演
習
」
と
「
基
礎
外
国
語
」
の

３
つ
の
み
だ
。
自
由
に
学
び
な
が
ら
道
を

模
索
で
き
る
の
が
特
徴
だ
。

　　　

同
学
部
で
は
、
所
属
す
る
論
系
の
コ
ア

科
目
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
文
化
構
想
学
部

と
文
学
部
に
ま
た
が
る
１
０
０
０
に
も
及

ぶ
「
ブ
リ
ッ
ジ
科
目
」
を
選
択
し
て
学
習

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
学
部
・
学

年
に
と
ら
わ
れ
ず
、
全
学
生
が
履
修
で
き

る
「
オ
ー
プ
ン
科
目
」
も
設
置
さ
れ
て
い

る
。
そ
う
し
た
環
境
を
利
用
し
て
文
化
構

想
学
部
や
文
学
部
の
授
業
を
履
修
し
て
い

る
の
が
、
法
学
部
３
年
の
春

し
ゅ
ん

藤ど
う

優ゆ
う

さ
ん
だ
。

　

春
藤
さ
ん
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
を
推
進
す
る
学
生
団
体
に
所

属
し
て
お
り
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
得
た
い
と

森
山
先
生
の
授
業
を
履
修
し
て
い
る
。

　
「
他
学
部
の
授
業
を
受
け
て
い
る
と
、

法
学
部
の
自
分
と
は
違
う
見
方
を
持
つ
仲

間
と
話
せ
る
こ
と
が
、
刺
激
的
で
す
」

　

石
山
さ
ん
は
、
森
山
先
生
の
ゼ
ミ
に
所

属
し
て
い
る
。
３
年
次
前
期
は
文
献
講

読
、
後
期
は
先
行
研
究
の
レ
ビ
ュ
ー
を
行

い
、
４
年
次
か
ら
卒
業
論
文
に
取
り
組
む
。

ゼ
ミ
で
は
、
ゼ
ミ
生
同
士
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
、
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

　
「
高
校
時
代
に
は
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
と
い
う
言
葉
す
ら
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
知
識
の
な
さ
か
ら
、
考
え
て
い

る
こ
と
が
う
ま
く
言
葉
に
で
き
ず
悩
ん
だ

と
き
、
森
山
先
生
が
的
確
な
ヒ
ン
ト
を
出

し
て
く
れ
ま
し
た
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に

理
解
が
深
ま
り
、
世
界
が
広
が
り
ま
し
た
。

卒
業
研
究
で
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
サ
ー
ク
ル
の
重
要
性
に
つ
い
て
調

べ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
石
山
さ
ん
）

　

文
化
構
想
学
部
で
は
、
既
存
の
学
問
の
分

野
を
横
断
し
な
が
ら
学
び
、
新
し
い
時
代
を

切
り
開
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
学
生
を
育

て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
必
修
科
目
を
少

な
く
し
て
い
る
の
も
、
自
ら
の
学
び
を
自
分

の
手
で
デ
ザ
イ
ン
し
て
ほ
し
い
と
い
う
考
え

か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
自
分
の
関
心
を
突
き

詰
め
る
に
は
「
既
存
の
学
問
の
枠
か
ら
出
る

必
要
性
が
あ
る
」
と
、
気
づ
い
て
卒
業
し
て

ほ
し
い
で
す
。
そ
の
た
め
、
演
習
や
ゼ
ミ
は

少
人
数
制
で
、
多
様
な
価
値
観
を
持
つ
仲
間

と
の
学
び
合
い
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
我
々

教
員
は
、
議
論
が
深
ま
る
よ
う
な
問
い
か
け

を
心
が
け
て
い
ま
す
。
仲
間
と
議
論
す
る
中

で
、
互
い
が
個
性
的
な
知
性
の
持
ち
主
で
あ

る
こ
と
に
気
づ
い
て
ほ
し
い
の
で
す
。
視
野

の
広
が
り
こ
そ
が
、
学
び
を
大
き
く
飛
躍
さ

せ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
学
で
は
、
学
内
の
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
を
推
進
し
、
多
様
性
の
あ
る
学
生
が

自
由
に
学
び
合
え
る
場
を
整
え
て
い
ま
す
。

「
ク
ィ
ア
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」
な
ど
新
し
い

学
問
分
野
の
授
業
を
開
講
す
る
ほ
か
、
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
学
生
を
支
援
す

る
Ｇ
Ｓ
セ
ン
タ
ー
（
＊
３
）
を
設
置
す
る
な

ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

学
部
を
越
え
て
履
修
可
能
な

オ
ー
プ
ン
科
目
が
多
数

＊3 Gender and Sexuality Center。性の多様性を尊重し、学生に対して様々なサポートを行っている。

学
び
合
い
高
め
合
え
る
環
境
を

学
生
自
ら
が
創
造
し
て
ほ
し
い

大

の

い

学

思
文
化
構
想
学
部
　

専
任
講
師

森
山
至
貴

も
り
や
ま
・
の
り
た
か

分
野
横
断
的
に
学
び
な
が
ら

２
年
次
に
論
系
を
決
定

ゼ
ミ
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

知
識
を
深
め
る
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